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第２ 代処第９号 
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小金井市立学校職員出勤簿整理規程の一部を改正す

る規程に関する代理処理について 

第５ 代処第１２号 
小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員

会委員の解嘱に関する代理処理について 

第６ 代処第１３号 
小金井市スポーツ推進審議会委員の解嘱に関する代

理処理について 
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３ 教育課程の届出報告について 

４ 小・中学校教育管理職及び教員の異動について 

５ その他 

６ 今後の日程 

第９ 代処第１４号 社会教育主事の任命に関する代理処理について 
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開会 午後１時３０分 

 

大熊教育長   それでは、ただいまから令和７年度第４回小金井市教育委員会定

例会を開会します。 

 日程の第１、会議録署名委員の指名についてです。 

 本日の会議録署名委員は、穂坂委員と小山田委員にお願いいたし

ます。 

 

（委員一同異議なく、上記２名が選出された。） 

 

大熊教育長   次に、日程の第２、代処第９号、小金井市学校運営協議会委員の

解嘱に関する代理処理について、日程第３、代処第１０号、小金井

市学校運営協議会委員の委嘱に関する代理処理についての以上２

件を議題とするところですが、円滑な議事進行を図るため一括議題

としたいと思いますが、これに御異議はございませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認めます。日程の第２及び日程の第３については一

括議題とすることに決定いたしました。 

 それでは、提案理由の説明を願います。 

 

大澤学校    それでは、提案理由につきまして、御説明申し上げます。 

教育部長    代処第９号及び第１０号につきましては、学校運営協議会の委員

の解嘱及び委嘱を行う必要が生じましたが、本件は教育委員会の議

決すべき事項で、教育委員会を開催する時間的余裕がなかったこと

から、小金井市教育委員会教育長に対する事務委任規則、第４条第

１項の規定に基づく代理処理をしたことにつきまして、同条第２項

の規定により、その承認を求めるものでございます。 

 細部につきましては指導室長から御説明いたしますので、よろし

く御審議の上、御承認を賜りますようお願い申し上げます。 

 

平田指導室長  細部について御説明いたします。 

 学校運営協議会委員につきましては、小金井市学校運営協議会に

関する規則第９条により、２年間の任期の規則となっておりますが、
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別紙、学校運営協議会解嘱者一覧のとおり、３月３１日付けで校長

及び副校長の人事が確定したことを受け、各校長、副校長への学校

運営協議会委員の解嘱について代理処理を行ったことから報告す

るものであります。 

 続きまして、４月１日付けで校長及び副校長の人事が確定したこ

とを受けた学校運営協議会委員の委嘱について、別紙のとおり代理

処理を行ったことを報告いたします。 

 校長、副校長の異動に伴う委嘱は、小金井第一小学校、小金井第

二小学校、小金井第三小学校、東小学校、前原小学校、本町小学校、

緑小学校、小金井第一中学校、小金井第二中学校、東中学校、緑中

学校、南中学校の１２校となります。 

 なお、委員の任期は、小金井第三小学校、東小学校、緑小学校、

小金井第一中学校の委員のみが令和８年３月３１日まで、それ以外

の委員は令和９年３月３１日までとなります。 

 説明は以上です。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わりました。何か質問、御意見はございません

か。 

 これは異動に伴うものですので、よろしいでしょうか。 

 以上で質疑を終了いたします。 

 これから採決を行いますが、採決につきましては、１件ずつお諮

りすることといたします。 

 それでは、お諮りいたします。代処第９号、小金井市学校運営協

議会委員の解嘱に関する代理処理については、原案どおり承認する

ことに御異議ございませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については原案どおり承認すること

に決定いたしました。 

 続いてお諮りいたします。代処第１０号、小金井市学校運営協議

会委員の委嘱に関する代理処理については、原案どおり承認するこ

とに御異議ございませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 
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大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については原案どおり承認すること

に決定いたしました。 

 次に、日程の第４、代処第１１号、小金井市立学校職員出勤簿整

理規程の一部を改正する規程に関する代理処理についてを議題と

いたします。 

 提案理由について説明をお願いします。 

 

大澤学校    提案理由につきまして、御説明申し上げます。 

教育部長    本件につきましては、小金井市公立学校職員出勤簿整理規程の一

部を改正する必要が生じましたが、教育委員会の議決すべき事項で

特に緊急を要し、教育委員会を開催する時間的余裕がなかったこと

から、小金井市教育委員会教育長に対する事務委任規則第４条第１

項の規定に基づく代理処理をしたことにつきまして、同条第２項の

規定により、その承認を求めるものでございます。 

 細部につきましては指導室長から御説明いたしますので、よろし

く御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

平田指導室長  細部について御説明いたします。 

 東京都教育庁人事部の令和７年３月３１日付け、東京都立学校職

員出勤記録整理規程の一部改正についての通知を受け、小金井市公

立学校職員出勤簿整理規程の一部を改正する必要が生じたため、代

理処理を行ったことから、報告するものであります。 

 改正の理由は、令和７年４月１日から子育て部分休暇制度が導入

されること及び子供の看護休暇の名称や取得事由について見直しを

行うことに伴い、関連する規定を整備する必要があるためです。 

 新旧対照表を御覧ください。 

 主な改正点は２か所になります。 

 項番３、別表の２１番目、「子どもの看護休暇」が「子どもの看護

等休暇」と名称が変わります。これまでの取得事由は、看護、予防

接種、健康診断としていました。改正後は、この看護、予防接種、

健康診断に加えて、入園・入学式、卒園・卒業式といった行事参加、

感染症を伴う学級閉鎖及び出席停止となります。 

 ２か所目は、別表の３０番目です。子育て部分休暇が追加となり

ました。子育て部分休暇は、職員の育児と仕事との両立を支援する
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観点から、小学校第三学年までの子を養育する職員を対象に、１日

２時間以内で取得できる子育て部分休暇を利用できるようにいたし

ました。 

 説明は以上となります。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わりました。何か質問等はございませんか。 

 

佐島委員    今、改正があった２１と３０の部分なんですけど、それぞれ何日

取れるとか、何時間取れるとか、有給なのかとか、その辺分かると

ころがあったら教えてください。 

 

平田指導室長  まず、子どもの看護休暇、従来の看護休暇は１人の子供に対して

年間５日間となっております。取れる日数自体についての変更はご

ざいません。ただ、事由について範囲が広がったということになり

ます。 

 別表３０番目の子育て部分休暇についてですけれども、基本的に

は部分休暇は無給の対象となってまいります。上限設定というもの

はないのですが、勤務期間の算定に当たり、日に換算して３０日を

超える場合には、その勤務しなかった期間を除算するという勤務日

数の処理が行われます。取得自体についての上限というものはござ

いません。 

 以上です。 

 

佐島委員    ありがとうございます。 

 

大熊教育長   これは東京都に準じて本市の職員にも認定するものですので、よ

ろしいかと思いますが、いかがでしょうか。 

 何か質問、意見等はほかにありますか。よろしいですか。 

 以上で質疑を終了いたします。 

 それでは、お諮りいたします。代処第１１号、小金井市立学校職

員出勤簿整理規程の一部を改正する規定に関する代理処理につい

ては、原案どおり承認することに御異議ございませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 
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大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については、原案どおり承認するこ

とに決定いたしました。 

 次に、日程の第５、代処第１２号、小金井市立学校部活動の地域

連携に関する検討委員会委員の解嘱に関する代理処理についてを

議題といたします。 

 提案理由について説明をお願いします。 

 

平野生涯    提案理由について御説明いたします。 

学習部長    本件につきましては、小金井市立学校部活動の地域連携に関する

検討委員会委員の解嘱手続を行う必要が生じましたが、教育委員会

の議決すべき事項で特に緊急を要し、教育委員会を開催する時間的

余裕がなかったことから、小金井市教育委員会教育長に対する事務

委任規則第４条第１項の規定に基づく代理処理をしたことについ

て、同条第２項の規定により、その承認を求めるものでございます。 

 細部につきましては担当課長から説明いたしますので、よろしく

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

濱松生涯    細部について御説明いたします。 

学習課長    学校部活動の地域連携に関する検討委員会については、当検討委

員会設置条例第４条により、令和８年３月３１日までの任期の委嘱

となっておりますが、別紙のとおり、本職異動または退職に伴い解

嘱するために代理処理を行ったものでございます。 

 御説明は以上となります。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わりました。何か御質問、御意見はございます

か。これも異動に伴うものですが、よろしいでしょうか。 

 

小山田委員   質問よろしいでしょうか。 

こちらの後任の委嘱というのは、どうなっているのかなと思いま

して。いかがでしょう。 

 

濱松生涯    詳細について、今、手元に資料はございませんが、現在学校のほ 

学習課長   うに推薦をお願いしている状況でございます。 

 

小山田委員   では、次回以降になるということですね。決まり次第、御報告を
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いただきたいと思います。 

 

大熊教育長   では、よろしくお願いいたします。以上で質疑を終了いたします。 

 それでは、お諮りいたします。代処第１２号、小金井市立学校部

活動地域連携に関する検討委員会の委員の解嘱に関する代理処理

については、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については、原案どおり承認するこ

とに決定いたしました。 

 次に、日程の第６、代処１３号、小金井市スポーツ推進審議会委

員の解嘱に関する代理処理についてを議題といたします。 

 提案理由について説明をお願いします。 

 

平野生涯    提案理由について御説明いたします。 

学習部長    本件につきましては、小金井市スポーツ推進審議会委員の解嘱手

続を行う必要が生じましたが、教育委員会の議決すべき事項で特に

緊急を要し、教育委員会を開催する時間的余裕がなかったことから、

小金井市教育委員会教育長に対する事務委任規則第４条第１項の

規定に基づく代理処理をしたことについて、同条第２項の規定によ

り、その承認を求めるものでございます。 

 細部につきましては担当課長から説明いたしますので、よろしく

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

濱松生涯    細部について御説明いたします。 

学習課長    スポーツ推進審議委員につきましては、同審議会条例第３条第２

項第１項の規定に基づき、小金井市総合体育館及び栗山公園健康運

動センターの指定管理者から選出をいただいておりますが、令和７

年度からの指定管理者の変更に伴い、前指定管理者から御推薦いた

だいていた永井均委員が委員を解嘱されることとなり、その代理処

理を行ったものでございます。 

 なお、後任の委員にましては新指定管理者から既に御推薦をいた

だいており、その方の委嘱について、本日、議案第１２号として提

案させていただいております。 
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 御説明は以上となります。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わりました。何か質問はございますか。 

 これも指定管理者が変わったことによる委員の入替えですので、

問題はないかと思いますが、よろしいでしょうか。 

 以上で質疑を終了します。 

 それでは、お諮りいたします。代処第１３号、小金井市スポーツ

推進審議会委員の解嘱に関する代理処理について、原案どおり承認

することに御異議ありませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については、原案どおり承認するこ

とに決定いたしました。 

 次に、日程の第７、議案第１２号、小金井市スポーツ推進審議会

委員の委嘱についてを議題といたします。 

 提案理由について説明をお願いします。 

 

平野生涯    提案理由について御説明いたします。 

学習部長    本件につきましては、小金井市スポーツ推進審議会の委員に欠員

が生じたことにより、委員を委嘱するため、本案を提出するもので

ございます。 

 細部につきましては担当課長より説明いたしますので、よろしく

御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 

濱松生涯    細部について御説明いたします。 

学習課長    先ほど代処第１３号で御説明差し上げたとおり、新指定管理者か

ら御推薦いただいた方について委嘱をしたいものでございます。 

 該当者の方は、新指定管理者の「みんなでつなごう小金井のまち

共同事業体」で責任者として施設の運営をされている方でございま

す。 

 御説明は以上となります。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わりました。この方は今の指定管理者から推薦

されたということですね。 
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 何か質問、御意見はございますか。 

よろしいでしょうか。以上で質疑を終了いたします。 

 それでは、お諮りします。議案第１２号、小金井市スポーツ推 進

審議会委員の委嘱については、原案どおり可決することに御異議あ

りませんか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認めます。本件については原案どおり可決すること

に決定いたしました。 

 次に、日程の第８、報告事項を議題といたします。 

 順次担当から報告願います。 

 初めに、報告事項１、令和７年度学級編制についてを報告願いま

す。 

 

笹栗学務課長  報告事項１、令和７年度学級編制状況についてです。 

 お配りしている資料を御覧ください。表面が学級編制状況でござ

います。各学校の児童・生徒数、学級数につきましては、現在、速

報値となっております。今後、数値に変更があれば、次回以降、御

報告をさせていただきます。 

 それでは、説明に入ります。 

 小学校におきましては、６年生までの全学年が３５人学級となっ

ており、通常の学級で児童数が６,２１７人、前年度比５４人の増、

学級数は２０４学級、前年度比５学級増となっております。中学校

においては、通常の学級で生徒数が２,２４８人、前年度比５０人の

増となっており、学級数は６５学級で、前年度同学級数となってお

ります。 

 通常学級の１学級平均児童・生徒数は、小学校におきましては３

０.４８人と、前年度比０.４９人の減となっております。中学校に

おきましては３４.５８人と、前年度比０.７６人の増となっており

ます。通常学級の児童・生徒数は、フリースクールやインターナシ

ョナルスクールなど、学級編制の算定対象外の方を控除した数値と

なっております。 

 また、一番下の米印に記載しましたけれども、令和３年度から開

始いたしました小金井第三小学校の大規模化に対応する学区域調
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整に係る指定校変更につきましては、御希望により、小金井第三小

学校から隣接校に指定校を変更できるもので、令和６年度も実施を

しております。実績といたしまして、小金井第三小学校学区域から

小金井第一小学校へ１５人、指定校変更となりました。 

 なお、令和４年度から開始しております、部活動を理由にした中

学校の指定校変更につきましては、令和７年度は４人の生徒が変更

となっております。 

 小学校の特別支援学級におきましては、児童数が７２人、前年度

比６人増、学級数は１１学級で、前年度比１学級の増となっており

ます。中学校の特別支援学級におきましては、生徒数は４４人で、

前年度比７人の増、学級数は６学級で増減なしとなっております。 

 次に、裏面の国立・私立学校等へ入学した新一年生調べです。小

学校で国立・私立、特別支援学校等へ入学した方は７９人おります。

新１年生全体の７.２％と、前年度より０.４ポイントの減となって

おります。中学校で国立・私立、特別支援学校等へ入学した方は２

６５人で、新１年生全体の２５.２％で、前年度より１.１ポイント

の減となっております。また、都立一貫校へ入学した人数につきま

しては、小学校が２人、中学校が４６人でした。 

 なお、３ページ目の資料は、国立・私立等に入学した中学新１年

生について、平成２６年度からの推移を表にしたものでございます。

国立・私立等への入学者数を棒グラフに、私立以外の割合を折れ線

グラフにしたものでございます。過去からの推移を見ますと、令和

７年度も６年度と同様、入学者数、割合とも高い数値となっており

ます。割合については、おおむね２０％から２５～２６％の範囲で

推移をしているところです。 

 資料２ページ目に戻りまして、最後になりますが、参考までに令

和７年度通級指導学級等の状況を掲載いたしました。詳細は表を御

覧いただければと思います。 

 報告は以上になります。 

 

大熊教育長   何か質問等はございますか。 

  

佐島委員    学級編制状況について２点お伺いしたいのですけど、下の米印の

ところです。念のための確認というか、教えていただきたいのです

けど、一つは、学級編制算定除外者というのは具体的にどのような
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者を指すのかというのを教えていただきたいのが１点目です。 

 ２点目は、小金井第三小学校の特例措置件数が小金井第一小学校

に対して１５件あったというのですけど、特例措置をとらなかった

場合の学級数とか、要するに学級数の変動にどう影響したのかとい

うのが分かれば教えてください。 

 

笹栗学務課長  １点目の御質問ですが、米印の学級編制算定除外者というのは、

フリースクールやインターナショナルスクールに通っている方た

ちとこちらは理解しております。 

 ２点目の小金井第三小学校の特例措置件数ですが、今年度、小金

井第三小学校学区域から小金井第一小学校へ１５名、指定校変更を

したということですけれども、小金井第三小学校特例措置を活用し

たことによって、小金井第三小学校のクラス数を抑えることができ

たものとこちらとしては認識をしております。 

 

佐島委員    小金井第三小学校は抑えられたとして、小金井第一小学校が２学

級増えているのですよね。他の学年の影響とかもあると思うのです

けど、この辺で小金井第一小学校の教育活動等に支障がないのかと

いうのは少し気になるのですけど、いかがでしょう。 

 

笹栗学務課長  確かに小金井第一小学校に１５名が異動したことによる学級増と

いうのは否定できないところはありますけれども、現在のところ、

学級が増えたことによる普通教室の確保というのはできておりま

すし、空調についても、既存の空調機がついた教室で普通教室とし

て活用できている状況ですので、現時点ではこの運用で問題ないと

考えております。 

 以上です。 

 

佐島委員    結構です。 

 

大熊教育長   ということでございます。 

 ５学級というのは、今までの年から比べると少し少なくなってい

て、３５人学級が全部完成しましたので、３５人学級で増えるとい

うことはもうなくなったということだと思います。一番多かったと

きは８クラス程度増えていました。しかし、今回まだ５学級増えて
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いますので、まだ子供は増え続けているという感じですが、昨年度

生まれた０歳児の人数は減っているのです。１,０００人を割った

のですよね。ですから、そういう意味では、５年後ぐらいは少し減

るかなと思うのですけど、長期的な見方をすると、市外から入って

くる子も多いので、当分の間は下がらないというふうな結果になっ

ていると聞いています。でも、今のところはちゃんと教室が確保で

きておりますので。 

 ここが一番の大問題ですが、この間、いわゆる特別教室と言われ

るものをどんどん潰して教室にしていったということがあります。

このことから、学年全体で集まる場所とか、ＰＴＡの集まりをやる

ときも体育館１個になってしまうのですよ。そうすると合同という

ことではないですが、２学年一緒に保護者会等をやると、集まる場

所がないという大問題が起きてしまうということはあるのかなと。

それも順次解決していかなければいけない課題とは捉えておりま

す。 

 ほかにございますか。 

 

浅野教育長   小金井市外へ進まれた児童・生徒数の推移、毎年お示しいただい 

職務代理者  て大変ありがたく思っております。長期的な趨勢を見ると、一時期

を除いておおむね２５％ぐらいで安定しているのかなと思います。 

 御承知のとおり、小金井市には外部から子育て世帯が流入してい

て、児童数が増え続けてきたということがあります。そのときに、

いわば子供を育てるのに適した環境だと評価していただいている

とこちらとしては受け止めているのですが、そのときに、学校教育

については、小学校のみならず、中学校も含めて通わせる意向を持

った保護者の方々が安定していらっしゃるということを意味して

いるんだろうなと解釈しました。 

 もう少し、自治体の外に出ていく児童・生徒数が高い自治体を見

ますと、３割とか４割とか５割とか、非常に多くの方が中学校に進

学する段階で市外に出ていかれます。小金井市は安定して２５％程

度ですので、やはり小金井市の中学校の教育も小学校の教育と併せ

て期待されているところだろうと、こちらとしては受け止めており

ます。 

 今後とも数字のほうよろしくお願いします。ありがとうございま

した。 
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大熊教育長   今、初めて認識しましたけど、この数字が上がっていくというこ

とは、市立の中学校の人気が下がっていくということですので、や

はり注目していきたいと思っています。校長会でも１回紹介したい

なと、そんなふうに思っているところです。 

 ほかにございますか。よろしいですか。 

 以上で報告１を終了いたします。 

 報告事項２、寄附の収受について報告願います。 

 

笹栗学務課長  報告事項、寄附の収受についてを御報告いたします。 

 令和６年度の寄附物品につきましては、資料にあるとおりでござ

います。地域の企業様、個人、団体様より多くの物品の御寄附をい

ただきました。深く感謝を申し上げますとともに、児童・生徒の教

育活動の充実のため、大切に使わせていただきたいと思います。 

 簡単ですけれども、報告は以上になります。 

 

大熊教育長   たくさんの御寄附をいただきました。この場をお借りしまして、

感謝申し上げたいと思います。 

 このことに関して、何か御意見等はございますか。 

 

穂坂委員    健康の専門として、ＣＯ２モニターが１５０個、かなりの数寄附

いただいております。ただ、これはあくまでも正しく使ってのモニ

ターでありますので、教室を含め、設置するところの換気を十分注

意していただければと思います。よろしくお願いします。 

 

大熊教育長   そうですね。このアラームが鳴ったときに換気をしっかりしてい

くということは、コロナ禍は終わったと言われていますけど、今後

の健康上も、ＣＯ２が高くなると眠くなるとか、頭が働かなくなる

とか、よくあると聞いておりますので、このＣＯ２モニターを有効

に活用していただいて、教室環境を整えていただきたいと、そんな

ふうに思うところです。穂坂委員からそういう意見があったという

ことも学校に伝えていただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 

穂坂委員    お願いします。 
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大熊教育長   よろしいですか。ほかにございますか。 

 それから、私のほうから報告ですけど、ランドセルカバーと言わ

れるものがあって、最近ランドセルが大きくなって、今までのもの

だと入らないという状況があり、学校に検討していただきました。

しかし、小学校１年生の子であるという目印になるのは必要である

ということを校長会から御意見を頂きまして、今回は、後ろをゴム

でとめるようになっていて、幾ら大きくても入る形のものを御寄附

いただきました。それが東京小金井ライオンズクラブ様です。 

 それから、東京小金井さくらロータリークラブ様から、学校の図

書をたくさん御寄附いただきました。 

 それから、東京小金井ロータリークラブ様からは、１年生に対し

て、「ありがとうノート」と言われるものが配られました。「ありが

とうノート」というのは、何かあったら、ありがとうと言ったこと

を記録にするというものでして、そういうものを継続していくとい

うことは、子供の心を育てていく上でも重要であると考えて、御寄

附いただいているところです。そういう気持ちが広がったらなと考

えています。よろしいでしょうか。 

 以上で報告事項２を終了いたします。 

 次に、報告事項３、教育課程の届出報告について、報告願います。 

 

高久指導主事  令和７年３月６日までに市立小中学校１４校全校の令和７年度の

教育課程を受理いたしました。配付しました資料は、令和７年度教

育課程の要点をまとめたものでございます。 

 令和７年度の教育課程編成の重点を授業変革の推進、子どもの権

利の尊重、コミュニティ・スクールとしての地域連携の推進の３点

としており、各学校の教育課程では、児童・生徒の実態や地域の特

色を踏まえ、具体的な取組が示されていました。 

 各学校の教育課程編成上の工夫としては、子ども自身が学びの選

択をする場面や自己調整を行う場面、対話の場面を設定するなど、

子どもの主体的な学びを充実させていくこと。ＩＣＴ端末を様々な

学習場面で子どもたちが活用するデジタルを活用した学びの構築

をすること。子どもの声や意見を聞き、子どもの権利を尊重、子ど

もの権利を大切にする学校づくりを目指すこと。いじめ防止対策や

不登校支援、特別支援など、組織的な体制を整えること。コミュニ
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ティ・スクールとして、学校と保護者、地域が未来を生きる子ども

の姿を共有し、社会に開かれた教育課程を推進することなどが見ら

れました。 

 今年度も市立小中学校におきましては、学校の教育目標の具現化

に向けた特色ある教育活動が展開されることが期待されます。教育

委員会といたしましても、校長会、副校長会、教務主任研修会、学

校訪問等の機会を活用して、学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活

動の推進、教育課程の適正な進行管理について指導を行っていく所

存です。 

 報告は以上です。 

 

大熊教育長   ただいまの報告に関して、何か質問等はございますか。 

 

佐島委員    御報告ありがとうございます。教育課程というのは、やはり学校

の教育活動を進めていく上でも１番のよりどころになる部分だと

思うので、これがきちっとその学校毎につくられているというのが

大切だと思うのですけど、私も教育委員として何度かこの報告を聞

いているのですが、年々すばらしくなっているなと思っています。 

 ただいま指導主事から、特色というか、まとめてのお話がござい

ましたが、私なりにこういういいところがあるなという気づいたこ

とをちょっと述べさせていただければと思います。 

 まず、１の授業変革の推進ですけれども、これは昨年もお話しし

たかと思うのですが、授業変革という言葉を教育委員会のみならず、

学校が使って教育課程の中に盛り込んでいるというのは本当にす

ばらしいことだなと思いますし、どの学校も同じ内容ではなくて、

その学校らしさというのが現れてきているなと思います。 

社会、未来をつなぐとか、「子供自身が考える」とか、学ぶ楽しさ

を実感するとか、ユニバーサルデザインであるとか、丸々小スタン

ダード、丸々中スタイルとか、そういう学校独自のものが入ってき

ているというのはすばらしいなと思いますし、もう１点、これから

の教育として、例えば小学校における教科担任制のことに触れてい

たりとか、デジタル・シティズンシップについて触れているとか、

そういう部分もしっかり押さえられているのはすばらしいなと思

いました。 

 続いて、２の子どもの権利の尊重の部分ですけれども、ここは要
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するにいじめ、不登校、自殺等の予防にもつながる、学校としての

重要な指導の部分ではないかなと思います。そういう中で人と人と

の触れ合いを大切にするとか、障害理解教育を進めるとか、やはり

学校の特色を生かした独自の取組が書かれていますし、先ほど指導

主事の方からも御説明がありましたけど、共通に見られる２つの点

ですばらしいなと思うのは、子どもの声や意見を聞き、そして取り

入れるという内容を小学校５校、中学校４校と、半数以上の学校が

それを明記しているのですね。 

 あと、先日、第１回の教育委員会で教育委員会の令和７年度の教

育施策の御説明があったときに、組織的なという言葉が入っている

というのはすばらしいなと、教育委員会がそういうことを示されて

いるというのはすばらしいというお話をしたのですけど、それをし

っかり学校が受けて、組織的な対応であるとか、支援であるとか、

体制であるということを書いている学校が６校もあるのですね。や

はり教育委員会が大切だと思うことをしっかり伝えて、それを学校

がしっかりと受け止めて教育課程にも盛り込んでいるというのは

本当にすばらしいなと思いました。 

 最後、地域連携の推進のところですけれども、学校独自の地域の

教育資源とか学習環境を生かす取組であるとか、コミュニティ・ス

クール、学校運営協議会、地域学校協働本部とかにしっかり触れて、

単なる連携ではなくて、参画、熟議、そして協働していくというよ

うな、教育活動をこれから共に充実させていくという方向が示され

ているというのはすばらしいなと思いました。 

 ４の教育目標及び基本方針のところ、全校が大事な点に触れられ

ていると思うのですけれども、まとめると、こういう重点課題をし

っかりと押さえつつ、それぞれの学校らしさを発揮しているという

のは先ほど述べたとおりで、本当にすばらしい主体的な教育課程編

成ではないかなと思います。これから大切なのは、編成して終わり

ではなくて、もちろん日々の教育実践の中でこれを実践していくと

いう部分ですので、我々も見ていきたいと思いますけれども、教育

委員会のほうでもよく学校のほうを見ていただいて、良いところは

良いと褒めていただいて、このすばらしい教育課程が実践されてい

くようにお力をいただければなと思います。 

 以上です。 
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大熊教育長   ありがとうございました。 

 ほかによろしいですか。 

 

浅野教育長   私も佐島委員と同意見で、大変すばらしい目標が掲げられている 

職務代理者  なと思いました。 

 私としては、特に２番の子どもの権利の尊重のところに関心があ

りまして、やはり子どもの権利の尊重ということを具体化する上で

外せないのは、当事者である子どもの声を聞くことだと思うのです。

先ほど佐島委員が御指摘になられたとおり、多くの学校でそのこと

を明示化されているのは、我々としても大変ありがたいところであ

ると感じた次第です。 

 その上で、中学校ですが、南中学校で「生徒会を中心とし」と一

歩踏み込んだ目標を掲げていて、どこで聞くかというと、生徒会を

中心として校則の見直しをするんだということが一歩踏み込んだ

形で書かれていて、これは非常に頼もしいなと思いました。今年の

小金井教育の日の生徒会同士の交流は、残念ながら私は出席できな

かったのですが、大変活発であったと伺っておりまして、南中学校

でのこういった取組が、そういった交流の機会を通して、ほかの中

学校の生徒会にも何らかの刺激を与えるようなことがあればもっ

といいなと思いました。 

 以上です。 

 

大熊教育長   よろしいですか。 

 以上で、報告事項３を終了したいと思います。 

 次に、報告事項４、小・中学校教育管理職及び教員の異動につい

てを報告願います。 

 

平田指導室長  小・中学校教育管理職及び教員の異動について御報告いたします。 

 報告事項４資料を御覧ください。 

 まず、教育管理職についてです。令和７年度は、校長３名、副校

長７名が異動や昇任で新たに着任しております。また、暫定再任用

は校長３名です。退職された方につきましては、資料を御覧くださ

い。 

 次に、教員についてです。転入者は再任用を除き９１名です。う

ち２１名が新規採用者です。４月８日現在、期限付の採用者は０名
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です。転入者のうち、主任教諭公募制によって転入した教員は６名、

特別支援学級の公募制によって転入した基本は２名、コミュニティ・

スクール公募制によって転入した教員は１６名です。 

 最後に、教員不足等が話題となる昨今ですが、本市において現在

欠員は生じておりません。 

 報告は以上です。 

 

大熊教育長   ただいまの報告に関して、何か質問等はございますか。 

 

佐島委員    質問しようと思っていた部分をしっかり答えていただいたのでと

てもありがたいのですけど、欠員をすごく心配していたので、欠員

なしということでよかったというのと、コミュニティ・スクールの

公募が１６名いたということですが、やはり全校がコミュニティ・

スクールとなり、要するに人事を希望できる、採りたい人を採れる

というすばらしい要素があるので、それを生かしている学校がたく

さんあるというのはとてもうれしいことだなと思いました。 

 以上です。 

 

大熊教育長   小金井市はたくさん希望していただいているので、本当にうれし

い限り、うれしい悲鳴でございます。それも伴って、初任者も少な

いのですよね。ほかの市に比べると非常に少ないのです。通常は１

校に３、４人いる学校というのが幾つもありますが、小金井市はそ

ういうことはありませんので、本当に恵まれていて、こういう人材

と言っては失礼ですが、先生方がいていただいて、小金井市の教育

が前に進んでいるのではないかなという感じがします。 

 何かございますか。 

 

小山田委員   今、最後に、コミュニティ・スクールは公募の先生で１６名いら

っしゃるということで、私も非常にうれしく思ったのですけれども、

先ほどの教育課程の地域連携のほうも、それぞれの学校でやはりだ

んだん特色が出てきている書きぶりになっていると思って拝見し

ておりました。 

先生方も希望して来てくださったということもありますし、学校

教育と社会教育と家庭教育の三つの教育が一体となって、子供たち

を見守って育てていくというのがやはりこれから本当に社会で必
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要なことだと思いますので、ますますコミュニティ・スクールとし

て小金井市の学校が充実していくように私も見守りたいと思いま

すし、ぜひそのように推進していただけたらと思います。 

 以上です。 

 

大熊教育長   本当にそうですね。よろしいですか。 

 それでは、報告事項４を終了いたします。 

 報告事項５、その他です。学校教育部から報告があればお願いし

ます。 

 

大澤学校    特にございません。 

教育部長 

 

大熊教育長   次に、生涯学習部から報告事項があれば、発言願います。 

 

平野生涯    特にございません。 

学習部長 

 

大熊教育長   以上で報告事項を終了いたします。 

 次に、報告事項６、今後の日程についてですが、詳細については

配付資料のとおりとなります。日程について、何か質問等はござい

ますか。よろしいですか。 

 以上で報告事項６を終了いたします。 

 次に、日程の第９を議題とするところですが、本事案は人事に関

する事件で、小金井市教育委員会会議規則第１０条の第１項に規定

する事件に該当するため、非公開の会議が相当と判断いたしますが、

委員の皆様、御異議はございませんでしょうか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   全員異議なしと認め、秘密会を開会いたします。 

 準備のため休憩いたします。 

 傍聴人の方におかれましては、席を外していただくことになりま

すので、よろしくお願いいたします。 
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休憩 午後２時１５分 

再開 午後２時１８分 

 

大熊教育長   再開します。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。これをもちまして、

令和７年第４回教育委員会定例会を閉会いたします。 

 

閉会 午後２時１８分 


